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心臓移植候補患者の航空機による搬送と人工呼吸

国立小児病院 麻酔集中治療科

鈴木康之、宮坂勝之

1997年10月「臓器の移植に衡する法律」が施行され、

脳死体からの移植が可能になった。現在でも、 6歳未満

の小児の脳死が認められていないわが国では心臓移植の

適応小児を救命するためには、海外での渡航移組が唯一

の手段である。小児の渡航移植は健康保険が使えないた

め、最低でも4∞0万円の高額な費用がかかるという金銭
的な問題、慣れない外国で医療を受けなければならず、

言語の違いによるコミュニケーションの問題、患者家族

のサポート体制の問題等々、様々な問題が山積みにされ

ている。実際に移植のリストに裁ることも各施設に外国

人枠という制限があり、誰でも何時でも受け入れてくれ

る訳ではない。 また大きな問題は重症患者をどうやって

搬送するかの問題がある。重症心不全および呼吸不全の

ため人工呼吸中の乳児を国立小児病院ICUからUCLAの

PICUまで約16時間の長時間の鍛送経験を述べる。

定期便のジャンポジェットの機内は与圧装置により 一

定の気圧になるように調節されている。この機内圧は飛

行高度の上昇とともに低下し、高度33∞Ofeetつまり
l∞OOmの飛行高度まで上昇すると約0.7気圧まで減少す
る。吸入駿素分圧は2400mの高地と同じ、116nunHgまで

低下し、正常成人でもPa02は55mmHgまで低下する.

したがって肺疾患のある患者や心不全で肺穆血のある患

者の航空機搬送は危険な状態となる可能性がある.また

機内圧の低下とともに体腔内のガスは約1.5倍に膨張し、

イレウス症状のある患者やガスによる腹部膨満患者では

症状が悪化し、横隔膜を押し上げ、呼吸図録はさらに増

悪する。

症例はl歳6ヵ月の拡張型心筋症の女児で体重6.5旬、

心拡大のため左無気肺をおこしい駆出率は 10%で

Dopamine， Dobutamine， Milrinone， Lasixの持続静注を施

行していた.渡航前に掃管人工呼吸となり、 FIU2戸=0.5

PEEP=1ωmH20， PIP=30∞吐-120での呼吸管理となった.

航空機搬送の問題点はガスと電気の供給が限られてい

ることである.搬送用の酸素を十分に準備すること、機

内の電源は周波数が違うため使用できないことなど、医

療行為を行うには不便このうえない環境である。しかも

客室内は気圧が低く 、酸素分圧が低い。また湿度も 10%

未満と乾燥している。

我々の使用したPUはTy-2は小型軽量(7kg)で内蔵バッテ

リーでω分、l台で5kgの外部電池で約8時間駆動可能、
連続流によりリークのあるチュープでも安定したPEEP

が可能、また酸素濃度を90%まで上昇させることができ

る1)。

一方パラパックに代表される酸素駆動型の人工呼吸椋

は小型で電源が不要のため搬送にしばしば用いられてい

るが、高度上昇にともない、 一回換気量が増加し、換気

回数は低下し、分時換気量が増加することが報告されて

いる2) 酸素ボンベの消費量も多く、 約10時間の人工呼

吸には大量の酸素ボンベを準備しなければならない。 こ

の点Puppy-2は厳素流量1・4U分で吸入酸素灘度を30-即%

と調節可能であった。呼吸回路はF回路を使用し、人工

島で乾燥した航空機内でも加湿は問題なかった。

Pl卵子2は在宅用として開発された人工呼吸総である

が、中央配管のないcr検査室や中小規模病院でも使用
でき、高いPEEPや高濃度酸素が必要な重症患者の長時

間搬送にも威力を発簿する頼もしい人工呼吸絡である。
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オリジン人工呼吸器 PUPPY-2

定常流循環タイムサイクル
プレッシャーリミット IMV

-小型、軽量
寸法:290 (W) x 220 (D) x 170 (H) mm 
重量:約 7Kg

・コンプレッサー内蔵 ・バッテリー内蔵
流量 :20--.....60 l/分 稼働時間:約 1時間

吸気圧力 10 "-' 6 0 cmH20 

・酸素濃度ち調節可能(オプション〉
酸素濃度 :21"-'90%(酸素濃縮器使用可能)
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